　〔テストタイトル〕
試験日〔 ／ 〕　クラス〔　　〕　番号〔　〕　氏名〔　　　　　　　　　〕　得点〔　　　〕

【一】<F060J11> 2005 学習院大学 2/12,本学 文学部 

　次の文章を読んで、後の問題に答えなさい。

　今年に入って、東京での冬日がまだ一日もないという。新種の感冒ウイルスが人間と鳥に襲いかかろうとしているこの頃、やっぱり風邪を引いてしまったのは寒さのせいだと信じようとしていた私にとって、氷点下を下る日がまだないとの報せは、まことに意表をつくものだった。この季節、勤務先で大きな仕事があるため、周囲に迷惑がかからないようかなり気をつかっているのだが、例年とおなじやり方をして失敗したのは、おそらく単純に年齢のせいだろう。Ａ惑いがなくなると言われている奇蹟の年を迎えてしまったのだから、こういうときはそれこそ迷わず寝ているのがいい。

　しかしＢ仰臥して文学をなす才などあるはずもなく、充血した眼でただひたすら小さな窓のむこうの空を見ているばかりである。こんなとき、詩的な雲の名前のひとつも知っていたら、人生はもっと晴れやかなものになっただろうなと悔やみつつ、薄い横雲がちぎれて流れるさまを追い、どうしてこんな狭くるしい視界をわざわざ横切ってくれるのか、小型飛行機の機影をたのしみ、コールタールを染み込ませたふうの重そうな羽をばさばさ大気に打ち付けていくカラスや、二、三羽で見えない髪を編むようによじれていく雀を追う。

　素直に驚いた。環状道路が近くてこれほど空気の悪いところでも、まだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(けやき),欅)の大木が残っているからだろう、ずいぶんな数の鳥が飛んでいく。もちろん、あいだはあいているけれど、ほんの一瞬の光景ではあれ、終日ぼんやりしているだけで、相当な回数になる。木々やベランダの手すりに留まっている鳥を、たとえば双眼鏡でじっくり観察し、スケッチでもできれば雲の形状研究にもまさる喜びが得られるだろうに、私の　ア　にあらわれる鳥たちはなぜかせわしなく、びゅんと飛び去るだけだ。

　ほぼ四角く限られた窓の座標のなかへ、鳥たちはいろんな角度から侵入してくる。右から、下から、斜め左から。どちらから飛んでくるのか予想をつけておかないと、１キッキョウを占う余裕すら与えずにその影はたちまち消えてしまう。クレー射撃をする人は、そんなふうに突然あらわれた標的の影におびえるようにして２サンダンジュウを放つのだろう。私もまた、青い空をつらぬいて飛ぶ一本の線におびえて、咳まじり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(はなみず),洟)まじりのあわれな声をあげる。いつ、どのようなタイミングでやってくるのかわからないだけに忍耐力も必要だし、なにより動体視力がよくなくてはならない。

　とんびに油揚げをさらわれる。もう何年も口にしたことのないそんなが、３ニゴった意識のなかでふいに思い浮かぶ。大切なものを横からさっと持って行かれて 茫Ｘ自Ｙ となる、というほどの意味だが、私にとって、その大切な油揚げに相当するものはなんだろうか。寝床で仰向けになって、つよい風を断ち切るように流れていく鳥影を　Ｐ　追っている、三十七度八分の熱であたためられた視神経がとらえそこねた油揚げとはなにか。

　わからない。わからないけれど、Ｃそれが飛行機や飛行船やヘリコプターやアドバルーンでなくて鳥でなければならないのは、私がその盗まれるべきなにかとの出会いに、たとえ距離はあっても　イ　と　イ　の接触と呼ぶべきものを期待しているからだろう。しかし、くるりと輪を描くと歌われるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(とび),鳶)の姿もなければ、春の兆しとなるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(つばめ),燕)の姿もない。

　ところで、空に黒い直線を引いていくあの燕の影を、私はこころのどこかで畏れてもいるらしいのだ。燕はかつて、とても身近な渡り鳥だった。軒先に、戸袋に、橋桁に、彼らは巧みに巣作りをし、子を育て、去っていった。そこには繁殖と反復と　ウ　のしるしこそあれ、　エ　や恐怖はなかったはずである。それをすっかり４クツガエしてしまったのは、一篇の詩の言葉だった。言葉は、クレーの的のように、簡単に砕くことはできない。一度飛んでいくところを目撃した者は、その魔力から逃れることはできない。

　いまから五十年前、ひとりの子供が春の訪れを待つように、５ガケから山の彼方を眺めていた。「すると　山の上の　見えない空に／ぽつちりと　小さな点が現れた／点は永い間　凝と　灰色の空間に止つてゐるやうで／その実　懸命にこちらに向つて急いでゐた」。そんなふうに語られる、丸山薫の「燕」という詩。点はやがて、猛烈な勢いで燕となり、「　Ｑ　と思ふ間に」子供の顔に迫り、片方の眼を破る。春を告げる鳥に左右どちらかの座標を完全に消されてしまうなんて。

嘘だと思ふなら来てみるがいい

彼は老い　いまも

この雪の村に生きてゐる！

　眼玉の奥が、空を横切る影におびえて収縮する。さっと方向転換してまっすぐこちらに向かってくるのではないかと思って、身体ぜんたいがびくんと反応する。燕は少年の眼の一方を破壊し、おそらくはみずからも傷ついただろう。あるいはそこで、命を落としさえしたかもしれない。少年は未聞の孤独のなかで生き抜き、いまや老年を迎えている。

　感冒に倒れた私を襲ってくるのは、Ｄ人にも鳥にも入り込むウイルスなどより、こんな数行の言葉の隊列の感染力のほうが、ずっと強烈ではないか、との思いだ。いまのところ、それを防ぐだけの力が、私にはない。

(堀江敏幸「鳥の影」による)

〔問　題〕　

(一)　傍線部１～５の片かなを漢字に直して、解答欄に記入しなさい。

(二)　傍線部Ａ「惑いがなくなると言われている奇蹟の年」とは何歳のことですか。解答欄に記入しなさい。また、なぜ「奇蹟」だと言っているのですか。その理由を、句読点を含めて二十字以内で説明しなさい。

(三)　傍線部Ｂに「仰臥して文学をなす才などあるはずもなく」とありますが、病床に仰臥して文学に励んだ人物として筆者の念頭にあったと考えられるのは誰ですか。もっとも適切なものを、「人物」の選択肢１～５の中から一つ選んで、解答欄にマークしなさい。また、その人物の作品を、「作品」の選択肢１～５の中から一つ選んで、解答欄にマークしなさい。

「人物」　

１　田山花袋
２　口一葉
３　堀辰雄
４　正岡子規

５　森鷗外

「作品」　

１　うたかたの記
２　歌よみに与ふる書

３　風立ちぬ
４　にごりえ

５　蒲団

(四)　空欄ア～エに入るもっとも適切な語を文中から選んで、解答欄に記入しなさい。ただし、空欄ア・ウ・エには漢字二字の語が入り、二箇所の空欄イには同じ漢字一字の語が入ります。

(五)　空欄Ｘ・Ｙにそれぞれ漢字一字を入れて、四字熟語を完成させ、解答欄に記入しなさい。

(六)　空欄Ｐ・Ｑに入るもっとも適切な語を、次の１～８の中からそれぞれ一つずつ選んで、解答欄にマークしなさい。

１　つと
２　あなや
３　いでや
４　いざ

５　あかず
６　さても
７　すは
８　あはれ

(七)　傍線部Ｃ「それ」がさすものは何ですか。もっとも適切なものを次の１～５の中から一つ選んで、解答欄にマークしなさい。

１　私にとって大切な油揚げに相当する何か

２　強い風を断ち切るように流れていく鳥影

３　大切なものを横からさっと持っていく何か

４　熱で温められた視神経がとらえそこねたもの

５　にごった意識のなかで浮かぶ、何年も口にしたことのない
(八)　傍線部Ｄ「人にも鳥にも入り込むウイルスなどより、こんな数行の言葉の隊列の感染力のほうが、ずっと強烈ではないか」とありますが、それはなぜですか。句読点を含めて三十字以内で説明しなさい。

【二】<F795J23> 2005 東京学芸大学 2/25,前期日程,特別選抜(帰国子女,私費外国人留学生),本学 教育学部(Ｃ類：障害児教育教員養成課程) 

　次の文章を読んで、後の問いに答えよ(設問の都合上、送り仮名を省略した部分がある)。
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問一　傍線部(１)「何 eq \o\al(\d\ba-8()\s\up 8(レゾ),為) eq \o\al(\d\ba-8()\s\up 8(レ),其) eq \o\al(\d\ba-8()\s\up 8(カランヤト),無レ) 愛 也」を、具体的な内容がわかるように、言葉を補って現代語訳せよ。

問二　傍線部(２)の「命」と同じ意味を持ち、「命」を含む漢字二字の熟語を記せ。

問三　傍線部(３)「eq \o\al(\d\ba-8()\s\up 8(レ),夫) 人 莫レ 不レ 知 也」の読み下しを、全てひらがなで記せ(現代仮名遣いを用いること)。

問四　傍線部(４)「eq \o\al(\d\ba-8()\s\up 8(ザル),非二) 人 eq \o\al(\d\ba-8()\s\up 8(ニ),子一) 也」の意味を簡潔に説明せよ。

【三】<F014J42> 2005 青山学院大学 2/15,Ａ･Ｂ方式,本学 経営学部 

　次の文章を読んで、後の問に答えよ。

　一夕、翁の語りけるは、大鳥川といふEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たに),渓)川に夜な夜な光り物ありとて、人１おぢて近づく者なかりしに、この川の近所に富長村といふあり。ここに鍛冶の兄弟あり、ひとりの母を養ふ。家最も貧し。この兄弟剛気なる者ゆゑ、かの光り物を見きはめ、もしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ばけもの),妖怪)ならば退治して２村の者どもが肝をひしがんとて、ある夜兄弟かしこに至りしに、折しも秋の頃、水も増さりし川面を見るに、月暗くしてただ水の音を聞くのみ。両人、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たいまつ),炬)をふり照らしてここかしこを見るに、光る物３さらになく、また怪しむべきを見ず。さては人のいふは空言ならん、いざとて帰らんとしけるに、水上にはかに光明を放つ。４すはやとて両人衣服を脱ぎ捨て水に飛び入り、泳ぎ寄りて光る物を探り見るに、＊くくり枕ほどなる石なり。これを取り得て家に帰り、まづかまどの下に置きしに、光一室を照らせり。しかじかのよし母に語りければ、不思議の宝を得たりとて、親子喜び、近隣よりも来たり見るもありしが、物知らぬ者どもなれば、＊趙壁・随珠とも思はず５うち過ぎけり。

　かくて後、弟別家する時、家の物二つに分かちて弟に与へんと母のいひしに、弟は家財を望まず、光る石を持ち去らんといふ。兄がいはく、光る石を拾ひ得しは我が企てなり。汝は我が力を助けしのみなり。光る石は親の譲りにあらず、兄が物なり。家財を分かつならば、親の譲りを　Ａ　分かつべけれ、与ふまじ与ふまじ。弟、いないな、あの石はおれが物なり。６いかんとなれば、御身は光る石を拾はんとの企てにはあらず。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ばけもの),妖怪)を退治せんとて川へ至り、御身よりは我先に川へ飛び入り、光り物を探り当ててEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(かづ),潜)きあげしも我なり。しかればおれが拾ひしを持ち去らんになにかあらん。いやいやこの兄が物なり、＊弟がのなりと７口論止まず、つひには摑み合ひ打ち合ひしを、母８やうやうにおし鎮め、しからば光る石を二つにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(わ),破)りて分かつべしといふ。弟さらばとて明玉を取り出し、鍛冶するかなとこの上にのせ、かなつちをもて力にまかせて打ちければ、惜しむべし、明玉くだけて内に白玉をはらみしが、それも砕け、水ありてあたりへ飛び散りけり。その夜、水のかかりし処、光り輝くこと蛍の群がりたるが如くなりしに、二三夜にしてその光も消え失せけりとぞ。いかに頑愚の手にありしとはいひながら、稀世の宝玉、鄙人の一槌をうけて亡びたるは、９玉も人もともに不幸といふべしと語られき。

(『北越雪譜』による)

(注)　

くくり枕＝中にソバがらなどを入れ、両端を括った枕。

趙壁・随珠＝ともに古代中国の有名な宝玉。

弟がの＝弟の物、の意。

問一　傍線部１「おぢて」の意味として最適なものを次のア～オから選び、記号をマークせよ。

ア　怖れて
イ　秘密にして

ウ　牽制しあって
エ　遠く離れていて

オ　落ちたことがあって

問二　傍線部２「村の者どもが肝をひしがん」の解釈として最適なものを次のア～オから選び、記号をマークせよ。

ア　村人たちの関心を引こう
イ　村人たちが化け物の魂を奪おう

ウ　村人たちが「魂を奪ってほしい」
エ　村人たちをびっくりさせてやろう

オ　村人たちが安心できるようにしよう

問三　傍線部３「さらになく」の現代語訳として最適なものを次のア～オから選び、記号をマークせよ。

ア　もはやなく
イ　そこにはなく

ウ　まったくなく
エ　もちろんなく

オ　そうはいってもなく

問四　傍線部４「すはやとて」の現代語訳として最適なものを次のア～オから選び、記号をマークせよ。

ア　「しめた」といって
イ　「それっ」といって

ウ　「そこか」といって
エ　「どこだ」といって

オ　「すばやく」といって

問五　傍線部５「うち過ぎけり」の現代語訳として最適なものを次のア～オから選び、記号をマークせよ。

ア　年月が流れた
イ　紛失してしまった

ウ　見過ごしてしまった
エ　亡くなってしまった

オ　時代が変わってしまった

問六　空欄Ａに入れるのに最適な助詞を次のア～オから選び、記号をマークせよ。

ア　ぞ
イ　ば
ウ　も
エ　こそ
オ　なん

問七　傍線部６「いかんとなれば」の解釈として最適なものを次のア～オから選び、記号をマークせよ。

ア　なぜなら
イ　いざとなれば

ウ　だめというなら
エ　どうしてもというなら

オ　どのようにというなら

問八　傍線部７「口論止まず」とあるが、その争点として不適当なものを次のア～オからひとつ選び、記号をマークせよ。

ア　光る玉の所有権の帰属

イ　光る玉の実際の採取者

ウ　光る玉相続に関する母親の無理解

エ　光る玉獲得の契機となった企ての立案者

オ　光る玉獲得の契機となった企ての本来の目的

問九　傍線部８「やうやうに」の現代語訳として最適なものを次のア～オから選び、記号をマークせよ。

ア　そうっと
イ　おもむろに

ウ　むりやりに
エ　あれこれと

オ　やっとのことで

問十　傍線部９「玉も人もともに不幸といふべし」とあるが、「玉」にとっての不幸とは何か。二十字以内で記せ(句読点の類も一字に数える)。

【解答一】<F060J11> 2005 学習院大学 2/12,本学 文学部 

(一)
１　吉凶
２　散弾銃
３　濁
４　覆


５　崖

(二)　四十歳・人生に一点の惑いがなくなるというから。

(三)
「人物」　４
「作品」　２

(四)
ア　視界
イ　命
ウ　季節
エ　孤独

(五)
Ｘ　然
Ｙ　失

(六)
Ｐ　５
Ｑ　２

(七)　４

(八)　詩の言葉を読んだ者は、その魔力から逃れることはできないから。

【解答二】<F795J23> 2005 東京学芸大学 2/25,前期日程,特別選抜(帰国子女,私費外国人留学生),本学 教育学部(Ｃ類：障害児教育教員養成課程) 

問一　父親と息子の間には、愛情があるに決まっています。

問二　天命[運命]

問三　それひとしらざるはなし。

問四　息子として正しい行いをした者とはいえない。

【解答三】<F014J42> 2005 青山学院大学 2/15,Ａ･Ｂ方式,本学 経営学部 

問一　ア
問二　エ
問三　ウ
問四　イ

問五　ア
問六　エ
問七　ア
問八　ウ

問九　オ
問十　無知な者に無駄に壊されたから。
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